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研究成果の概要（和文）：NASHは、肝硬変や肝癌の主な成因である。これまでに、我々は、マイオカインの一種
であるdecorinの低下が肝癌患者の独立予後危険因子であることを明らかにしてきた。本研究の目的は、decorin
がNASH関連肝癌におよぼす影響を検討することである。我々は、decorinが肝癌細胞の細胞数を減少させること
を明らかにした。さらに、decorinが肝癌細胞株の代謝におよぼす影響を解析した結果、decorinはペントースリ
ン酸経路に対して抑制的に作用することが明らかとなった。本研究により、decorinは肝癌細胞のワールブルグ
効果を抑制することで抗腫瘍効果を発揮することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：NASH is a major causative factor for hepatocellular carichoma (HCC). We have
 shown that decreased levels of decorin, a myokine, is an independent prognostic risk factor in 
patients with HCC. The aim of this study was to investigate the effect of decorin on NASH-related 
HCC. We found that decorin decreases the number of HCC cells. Furthermore, we analyzed the effects 
of decorin on the metabolism of HCC cell line and found that decorin has an inhibitory effect on the
 pentose phosphate pathway. These findings suggest that decorin exerts an antitumor effect by 
suppressing the Warburg effect in HCC cells.

研究分野： 消化器病学

キーワード： Decorin　肝癌　運動　ペントースリン酸経路　ワールブルグ効果　細胞増殖
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、運動誘発性マイオカインであるdecroinがNASH関連肝癌にして抑制的に作用することを
明らかにしたことである。また、その機序にはペントースリン酸経路が関わることを明らかにしたことである。
本研究により、運動療法が肝癌に対して抑制的に作用する可能性が示唆された。現在、国際的に脂肪肝に関連す
る肝癌患者が増加している。運動療法が脂肪肝の改善だけでなく、肝癌の予防にも重要であることが示され、本
研究の社会的意義は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

 非アルコール性脂肪肝炎（NASH）は、患者数が増加しているだけでなく、肝硬変や肝

癌の主な成因となっている。NASH の発症や病期進展には様々な要因が関わるが、アジ

ア諸国に多い非肥満 NASH 患者では骨格筋量の低下が高頻度に認められる。骨格筋はイ

ンスリンの標的臓器であり、骨格筋量の低下はインスリン抵抗性を惹起し、NASH の病

期進展や肝発癌に関わる。 

 申請者らはこれまでに、肝疾患と代謝異常の関連について一貫した研究を行うととも

に 1-5、2009 年から慢性肝疾患患者の予後改善を

目指した運動療法の開発に取り組んできた。こ

れまでに、NASH 患者に運動療法を行うことでイ

ンスリン抵抗性が改善すること 6、非肥満者では

運動量の低下が肝線維化と関連すること、肝癌

患者では筋萎縮予防に運動療法と分岐鎖アミノ

酸の補充が重要であることを明らかにしてき

た。 

 近年、骨格筋は内分泌器官として認識されてきている。筋細胞より分泌されるホルモ

ンはマイオカインと総称され、30 種類以上のマイオカインが同定されている。なかで

も筋収縮により分泌されるマイオカイン“decorin”は高脂肪食給与マウスのインスリ

ン抵抗性を改善する。また、decorin は TGF-β の直接阻害を介した抗線維化作用を有

することや、EGFR/p21 を活性化し大腸癌細胞株や卵巣癌細胞株の増殖抑制作用も有す

ることも報告されている。 

 我々らはこれまでに、1) NASH 患者に運動療法を行うことでマイオカインが変化しイ

ンスリン抵抗性改善に関わること 6、2) レジスタンス運動の NASH 改善メカニズムには

マイオカインが関わること（図１）7、3) 肝癌患者の筋肉量に最も関連するマイオカイ

ンが decorin であること（図２）8、4) 血清

decorin 濃度の低下が肝癌患者の独立予後危険

因子であることを明らかにしてきた。以上より、

decorin は、NASH におけるインスリン抵抗性を

改善しうるとともに、NASH 関連肝線維化や肝発

癌に対しても抑制的に作用すると考えられる

が、未だ decorin が NASH に合併する代謝異常や

肝線維化、肝発癌におよぼす影響は明らかでな

い。 
 
 
２．研究の目的 
 

 本研究の目的は、decorin が NASH 関連肝癌におよぼす影響を検討することである。

また、その機序についてオミクス解析を用いて網羅的に解析することである。 
 
 



３．研究の方法 
 
（１）Decorin がヒト肝癌細胞株の細胞増殖におよぼす影響 
ヒト培養肝癌細胞株に decorin を添加し、decorin の直接的な増殖抑制効果を検討する。 
① HepG2 細胞、HuH-7 細胞、Hep3B 細胞、HLF 細胞に対して、デコリン添加後 0時間後、24時間

後、48時間後、72 時間後にトリパンブルー染色による生細胞数を計数する。 
② Decorin 添加後 0 時間後、24 時間後、48 時間後、72 時間後にアポトーシスをアネキシン V 

染色にて評価する。 
③ Decorin 添加後 24時間後に細胞周期をフローサイトメトリーにて評価する。 
（２）Decorin が肝癌の代謝におよぼす影響 
肝癌細胞株を用いて、オミクス解析により decorin が代謝におよぼす影響を網羅的に解析する。 
① Decorin が代謝産物におよぼす影響を、肝癌細胞株を用いてメタボローム解析にて網羅的に

解析する。 
 

４．研究成果 
 
（１）Decorin がヒト肝癌細胞株の細胞増殖におよぼす影響 
① Decorin 添加後 0時間後、24 時間後、48時間後、72時間後にトリパンブルー染色による生

細胞数を計数した。 
HepG2 細胞において、Control 群と Decorin 

0.5 ng/mL, 5 ng/mL および 50 ng/mL 群の間に
有意な細胞数の減少が認められた（図3）。Hep3B
細胞においても Control 群と Decorin 0.5 
ng/mL, 5 ng/mL および 50 ng/mL 群の間に有意
な細胞数の減少が認められた（図 4）。一方、HLF
細胞においては、Control 群と Decorin 0.5 
ng/mL, 5 ng/mL および 50 ng/mL 群の間に有意
な細胞数の変化は認められなかった（図 5）。 

 
 

 
 
② Decorin0 時間後および 24時間後にアポトーシスをアネキシン V 染色にて評価した。 

HepG2 細胞において、Control 群と Decorin 0.5 ng/mL, 5 ng/mL および 50 ng/mL 群の間
においてアネキシン V陽性細胞数に有意な変化は認められなかった。同様に、Hep3B 細胞お
よび HLF 細胞においても Control 群と Decorin 0.5 ng/mL, 5 ng/mL および 50 ng/mL 群の
間においてアネキシン V陽性細胞数に有意な変化は認められなかった。 
 

③ Decorin0 時間後および 24時間後の細胞周期をフローサイトメトリーにて評価した。 
HepG2 細胞において、Decorin 5 ng/mL 群の G2/M は Control 群と比較して有意に高値で

あった（Control 群 19.3% vs. Decorin 5 ng/mL 群 43.2%）。また、Decorin 5 ng/mL 群で
は cyclin-dependent kinase 1 活性低下と cdc2 と cdc25c の発現低下を認めた。 

Hep3B 細胞においても、Decorin 5 ng/mL 群の G2/M は Control 群と比較して有意に高値
であった（Control 群 10.5% vs. Decorin 5 ng/mL 群 38.1%）。一方、HLF 群では、Control
群と Decorin 5 ng/mL 群の間に G2/M の割合に有意な変化は認められなかった（Control 群 
8.5% vs. Decorin 5 ng/mL 群 8.1%）。 

 
 



（２）Decorin がヒト肝癌細胞株の
代謝におよぼす影響 
Decorinが代謝産物におよぼす影響
を、HepG2 を用いてメタボローム解
析にて網羅的に解析した。 
 Decorin 5 ng/mL群の glucose-6-
phosphateは Control群と比較して
高値であった（図6A）。一方、Decorin 
5 ng/mL群のRibulose 5-phosphate
お よ び Ribose 5-phosphate は
Control群と比較して有意に低値で
あった（図 6B, 6C）。 
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